
緊急事態宣言が明け、学校生活が活性化してきています。先日の遠足は、前日から子
ども達がとても楽しみにしている声が聞かれ、子どもにとって久しぶりにのびのびでき
た活動となりました。ただ、何もかもが元通りになるというわけではありません。当日
の気温が思った以上に高かったこともありますが、長く歩くことが難しかったり、速度
落として歩いたりと、子ども達の体力への配慮が必要なことが分かりました。学校生活
は今、「リハビリ期間」にあるのかもしれません。
感染症拡大防止に向けた対応を続けつつ、子ども達の体と心に目を向けながら、学校

生活の在り方について見つめていきたいと思います。

令和３年度

さて、明日は「体育学習発表会」です。
５月実施予定でしたが、感染症の対応から、
時期を遅らせての実施となります。今回の
運動会の特徴は次の通りです。

○２学年ずつ実施の３部制。
○｢走競技｣と｢表現競技｣の２種目での実施
○それぞれのブロックで、開閉開式を行う。
※ブロックごとに児童代表の言葉等があり、そ
の学年ならではの子どもたちの声が聞けます。
できるだけ子どもたちの出番を作ります。

今まで行ってきた運動会との違いはありま
すが、コンパクトな中でも、子どもたちのよ
さが引き出せるように全校で練習を重ねてき
ました。各学年・学級でのお便りでも見所が
出されていることと思います。演技だけでは
なく、こんな姿もぜひ見守ってあげてくださ
い。
・列への並び方。
・教師や友だちの話の聞き方。
・立ち方や座り方。 など
「立っていることだけでも大切な演技です」
このような指導も行ってきています。ご家庭
での会話の中で、お子様の「え、そんなとこ
ろも観てくれていたの！」といった声が生ま
れてくれたらうれしく思います。

平日の開催で、お仕事のご都合により参観が難しいご家庭もあることでしょう。私
自身も、我が子の学習参観や学校行事が勤務校と重なってしまい、出席が叶わなかっ
たことがほとんどでした。そんなときは、前日までの会話の中で、本人が何を大切に
しているかをしっかり聴き、目標を共有するようにしていました。「くやしいね」
「うれしいね」を共感しながら当日送りだし「よかったね」「残念だったね」を再度
共有しながら話を聴きました。大切なことは『共感』『共有』だと思います。ぜひ、
お子様からたくさんの思いを聴いてあげてください。


